銀行資金発逹概観 by 飯田 静次郎
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銀
行
資
金
は
経
済
赴
舎
の
後
遠
の
程
度
、
及
銀
行
の
種
類
に
よ
b
異
る
。
夫
の
信
用
の
利
用
幼
稚
な
る
時
代
に
於
て
は
、
交
換
の
媒
介
、
支
梯
の
方
便
は
、
主
芯
し
て
正
貨
な
る
を
以
て
、
銀
行
資
金
も
正
品
目
(
に
存
す
る
も
の
な
る
が
、
信
用
漸
次
後
山
返
せ
る
時
代
に
於
て
は
、
種
々
の
信
用
形
式
創
設
せ
ら
れ
、
正
貨
の
代
用
を
な
す
を
以
て
、
銀
行
資
金
も
自
然
縫
化
し
、
信
用
形
式
は
主
要
な
る
銀
行
資
金
子
占
な
る
に
至
る
ぺ
し
。
而
し
て
其
信
用
形
式
の
内
銀
行
の
創
設
に
よ
る
重
な
る
も
の
ぞ
、
銀
行
券
及
振
替
預
金
の
こ
な
b
ざ
し
、
共
に
其
額
支
挑
準
備
さ
し
て
貯
へ
ら
る
、
正
貨
に
超
過
す
る
も
の
さ
す
。
然
れ
ば
普
通
の
商
業
銀
行
に
於
て
は
、
資
本
金
及
積
立
金
は
重
要
な
ム
運
用
資
金
を
占
む
る
も
の
に
あ
ら
歩
。
夫
の
y
カ
ー
ド
氏
が
「
銀
行
家
た
る
職
能
は
、
他
人
の
資
金
を
混
用
す
る
に
至
っ
て
現
る
」
ご
一
去
ひ
、
叉
パ
ヂ
ェ
オ
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ト
氏
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唱
和
し
て
、
「
自
己
の
資
金
を
用
ふ
る
問
は
草
に
資
本
家
た
る
に
止
る
」
(
戸
£
E
g
q
r
o♂
円
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B
S
ご
一
玄
へ
る
は
、
銀
行
の
本
質
を
能
く
喝
破
せ
る
も
の
ご
す
。
郎
商
業
銀
行
は
其
性
質
上
自
己
固
有
の
資
本
金
に
よ
b
、
経
管
せ
ら
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
十
し
て
、
預
金
其
他
の
形
式
に
て
一
公
衆
よ
り
牧
受
し
た
る
資
金
に
よ
り
、
経
営
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
り
o
然
し
て
銀
行
が
資
本
金
を
有
す
る
は
、
之
を
運
用
せ
ん
が
匁
に
あ
ら
や
J
し
て
、
車
に
信
用
を
得
ん
が
忽
に
外
な
ら
子
。
蓋
し
自
ら
資
本
金
を
有
し
、
銀
行
さ
取
引
せ
ん
さ
望
む
者
に
安
心
の
又
銀
行
業
は
常
に
正
蛍
な
る
営
業
方
針
を
立
て
、
何
等
の
過
念
を
惹
起
せ
玄
る
可
か
ら
子
。
金
融
市
場
の
欣
態
は
買
に
愛
韓
極
り
な
く
、
経
済
界
の
景
況
は
度
々
勤
乱
し
、
銀
行
は
不
園
祭
業
方
針
を
誤
用
し
.
之
が
結
局
め
困
難
に
失
な
く
分
去
の
損
失
を
生
体
了
?
ε
云
ふ
可
か
ら
子
。
守、。遭
遇
し
て
、
大
な
る
損
失
を
受
け
債
格
者
の
利
盆
を
や
一
目
す
る
こ
芝
、
絶
無
な
り
さ
云
ふ
可
か
ら
若
し
斯
る
際
に
銀
行
が
、
唯
受
け
た
る
信
用
を
有
す
る
の
み
に
し
て
、
何
等
自
己
国
有
の
資
源
を
有
せ
，
さ
る
時
は
、
銀
行
の
損
害
は
直
に
債
権
者
の
損
失
さ
な
り
、
債
権
者
の
不
安
之
れ
に
遜
ぐ
る
は
な
し
。
務
に
於
て
銀
行
は
自
己
の
資
本
金
を
具
へ
、
例
令
銀
行
が
損
失
を
一
夜
る
こ
さ
あ
る
も
、
或
程
度
迄
其
資
本
金
を
以
て
之
を
償
ひ
、
債
権
者
に
議
令
官
を
及
ぼ
さ
い
ら
し
め
、
以
て
債
権
者
の
不
安
ぞ
除
き
、
信
用
を
得
ぎ
る
可
か
ら
や
ノ
。
然
れ
ば
銀
行
の
資
本
金
は
、
銀
行
銀
行
資
金
遊
詩
概
観
i¥ 
商
業
さ
経
済
八
四
に
信
用
を
奥
ふ
る
債
権
者
に
暫
し
、
銀
行
債
務
の
保
詮
な
り
さ
務
す
る
こ
さ
を
得
べ
し
。
然
非
示
、
亦
綴
緩
す
る
こ
さ
能
は
や
。
々
流
入
し
、
割
引
貸
付
の
顧
客
之
じ
路
で
来
る
が
如
き
は
、
殆
望
む
こ
さ
能
は
ぎ
る
所
に
し
て
、
し
な
が
ら
銀
行
も
他
の
管
業
さ
同
じ
く
、
自
己
の
資
本
金
な
く
し
て
業
を
開
始
し
得
ぺ
き
に
目
疋
れ
現
時
に
於
て
も
銀
行
の
看
板
ケ
掲
ぐ
る
や
、
預
金
波
銀
行
は
先
づ
自
己
の
資
本
金
を
以
て
、
前
引
貸
付
を
行
ひ
っ
冶
あ
る
問
に
、
預
金
漸
次
じ
集
家
然
れ
ば
資
本
金
な
る
も
の
は
銀
行
創
業
の
蛍
時
に
於
て
は
勿
論
、
預
金
の
す
る
も
の
さ
す
。
未
だ
後
達
せ
ぎ
る
時
期
に
於
て
は
、
管
業
資
金
ざ
し
て
必
要
な
b
ざ
す
。
然
る
に
日
月
の
経
惑
に
従
ひ
預
金
流
入
し
て
、
徐
に
其
額
増
加
す
る
に
於
て
は
、
銀
行
は
次
第
に
其
本
能
を
後
掠
し
、
一
公
衆
の
資
金
を
以
て
、
業
業
務
を
経
営
す
る
に
至
り
、
自
己
の
資
本
金
は
是
等
の
預
金
、
印
債
務
に
謝
す
る
保
詮
資
金
た
る
性
質
を
具
有
す
る
に
至
る
は
、
銀
行
券
後
行
の
場
合
印
後
券
銀
行
じ
於
て
も
、
又
預
金
銀
行
に
於
て
も
然
b
ざ
す
。
英
信
用
形
態
の
後
達
す
る
に
従
ひ
、
如
何
に
し
て
資
本
金
は
、
営
業
資
金
穴
る
性
質
次
第
に
減
退
し
、
債
務
に
謝
す
る
保
詮
資
金
た
る
性
質
を
帯
び
る
じ
至
り
し
や
、
是
滋
に
後
遺
の
跡
を
採
り
、
以
て
其
趨
勢
を
窺
は
ん
さ
欲
す
。
回・
・・回，
按
十
る
じ
往
時
信
用
並
じ
銀
行
業
の
幼
稚
な
る
時
代
に
於
て
は
、
銀
行
は
主
ざ
し
て
英
資
本
金
を
以
て
営
業
を
匁
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
金
融
上
大
な
る
活
躍
を
な
さ
ん
さ
欲
す
る
も
、
其
目
的
を
達
す
る
こ
芝
能
は
や
J
O
是
れ
往
時
銀
行
券
の
後
行
は
普
通
銀
行
に
快
く
べ
か
ら
ゴ
る
重
要
の
業
務
な
り
し
は
、
蛍
時
銀
行
問
題
さ
裕
す
れ
ば
銀
行
券
後
行
問
題
に
し
て
、
現
今
の
預
金
事
務
設
定
は
、
買
に
銀
行
券
の
行
使
に
よ
り
信
用
の
進
歩
を
促
し
た
る
賜
に
し
て
、
其
数
重
且
大
な
b
さ
謂
は
ゴ
る
べ
か
ら
子
。
食
償
援
遠
の
幼
稚
な
る
時
代
に
は
、
品
位
粗
悪
に
し
て
且
段
損
せ
る
金
属
貨
幣
の
後
行
せ
ら
れ
、
之
が
潟
一
般
世
人
は
行
使
上
不
安
の
念
に
.
駆
ら
れ
た
の
み
な
ら
子
、
又
質
際
多
く
の
損
失
を
受
け
し
が
如
く
、
彼
の
銀
行
業
設
遠
の
初
期
に
は
充
分
に
正
貨
準
備
を
な
き
ゃ
J
、
又
究
換
の
能
力
な
有
せ
子
し
て
、
銀
行
券
そ
緩
行
し
た
る
も
の
多
額
に
遣
し
、
之
が
匁
赴
舎
じ
大
な
る
害
毒
を
流
布
し
た
り
。
蓋
銀
行
券
の
後
生
は
現
今
の
如
き
銀
行
業
、
換
言
す
れ
ば
信
用
結
出
機
関
ご
し
て
の
銀
行
業
、
後
遠
の
階
級
に
一
歩
進
め
た
る
は
疑
は
ざ
る
所
な
り
。
彼
の
英
図
に
於
て
銀
行
券
の
未
だ
世
に
流
通
せ
ざ
る
時
代
、
嘗
時
存
在
し
た
る
所
謂
銀
行
銀
行
資
金
援
詫
概
観
八
五
向
栄
之
経
済
八
六
は
.
主
ざ
し
て
金
匠
又
は
地
金
匠
に
し
て
、
華
'
主
の
一
方
よ
り
正
貨
を
受
け
、
之
を
他
方
に
貸
付
け
又
は
手
形
割
引
の
依
頼
に
a
応
じ
た
り
し
が
、
手
形
を
以
て
貸
出
を
な
す
方
法
行
は
る
¥
お
に
至
b
ノ
、
黄
金
属
の
節
約
さ
な
り
信
用
機
関
は
国
滑
に
連
勝
す
る
に
至
り
た
り
。
然
し
な
が
ら
蛍
時
金
匠
に
よ
り
後
行
せ
ら
れ
た
る
手
形
は
、
元
来
預
託
し
た
る
金
属
の
飯
牧
書
な
り
し
が
、
後
に
一
定
の
金
属
を
支
沸
ふ
所
の
詮
券
三
認
め
ら
れ
、
通
貨
ご
し
て
流
通
す
る
に
至
h
、
業
後
彼
等
の
内
巧
妙
な
る
者
は
単
に
金
属
を
預
入
れ
た
る
も
の
に
封
し
て
手
形
を
渡
す
の
み
な
ら
子
、
更
に
正
貨
の
借
入
に
来
り
し
者
へ
も
之
宇
佐
渡
す
こ
さ
を
案
出
し
た
り
。
此
事
質
は
近
世
銀
行
業
の
起
因
、
旦
基
礎
を
占
む
る
も
の
な
り
。
抑
銀
行
業
に
於
て
世
人
よ
り
正
貨
又
は
地
金
銭
」
を
保
管
し
、
之
を
一
般
一
公
衆
に
貸
付
く
る
時
は
商
業
一
肱
舎
は
便
宜
を
受
ぐ
る
も
、
其
効
用
は
少
し
。
此
際
銀
行
は
正
貨
を
使
用
せ
子
、
正
貨
支
拐
を
諾
せ
る
一
葉
の
詮
券
宇
佐
以
て
行
ひ
、
同
銀
行
の
信
用
に
疑
を
生
体
」
ざ
ら
し
む
る
時
は
、
主
(
詮
券
は
直
に
支
那
請
求
の
結
局
提
示
せ
ら
れ
ざ
る
を
以
て
、
同
様
の
詮
券
な
第
二
第
三
第
四
の
人
々
に
融
通
す
る
こ
さ
を
得
。
此
方
注
に
よ
り
商
業
界
さ
銀
行
は
相
互
に
債
務
を
負
ふ
手
段
に
よ
り
取
引
ケ
決
済
す
る
に
ゐ
b
。
今
此
相
互
債
務
の
理
ケ
明
瞭
な
ら
し
め
ん
が
結
局
次
に
例
を
暴
げ
て
説
明
ぜ
ん
ざ
欲
す
っ
往
時
英
図
に
於
て
銀
行
券
の
前
身
た
る
手
形
を
後
行
し
た
る
地
金
匠
を
原
始
的
銀
行
さ
仮
定
し
、
同
銀
行
は
甲
よ
り
一
高
揚
の
正
貨
を
預
り
、
之
を
乙
へ
貸
付
け
た
b
さ
せ
ば
、
貸
借
劃
照
表
は
次
の
如
し
。
(
簡
易
な
ら
し
め
ん
が
谷
川
め
資
本
勘
定
を
略
す
)
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然
る
に
此
銀
行
の
信
用
確
買
な
る
こ
さ
承
認
せ
ら
れ
、
乙
は
正
貨
の
代
b
に
手
形
を
以
て
受
取
る
を
諾
す
る
に
至
れ
ば
、
貸
借
讃
照
表
は
次
の
如
く
謎
化
す
。
州
回
出
河
川
市
訟
が
.
刷
出
召
争ず
、0'
{市町
k
U
H
0
.
c
c
。
計十
告主
官官
-tH 
判京
ミ
]{φucco
じ4
y 
同
ミ b、
. . 
0 ・ 0
o 0 
o 0 。。
k
m
ω
p
o
c
c
 
k
u
ω
3
0
0
0
 
右
の
如
〈
乙
は
手
形
を
以
て
借
用
し
た
る
故
、
甲
よ
り
預
り
た
る
正
貨
は
銀
行
の
手
許
に
残
留
し
.
乙
へ
貸
付
の
結
局
奥
へ
た
る
手
形
は
銀
行
の
正
貨
を
渡
す
べ
き
債
務
念
表
す
る
も
の
な
る
故
、
銀
行
の
支
梯
約
束
な
り
。
之
が
結
局
乙
は
銀
行
へ
の
貸
ざ
な
り
如
此
に
し
て
乙
さ
銀
行
さ
は
相
互
に
債
務
を
負
ふ
に
至
り
た
り
。
而
し
て
乙
の
銀
行
よ
り
受
け
た
る
手
形
は
速
に
正
貨
ご
引
換
の
結
局
提
示
す
る
e
}
ご
な
く
、
未
挑
の
俵
に
て
商
業
赴
舎
に
轄
職
流
通
す
る
を
知
る
時
は
銀
行
は
更
に
丙
丁
戊
等
に
同
様
の
方
法
に
て
貸
興
す
る
こ
さ
を
得
る
故
、
貸
借
劉
村
山
行
覧
会
笠
謡
概
観
入
七
商
業
さ
経
済
八
八
照
表
は
次
の
如
く
表
示
す
る
こ
さ
を
得
。
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是
れ
相
互
債
務
に
基
く
通
貨
の
理
論
に
し
て
、
加
此
漸
次
撰
張
す
る
こ
さ
を
得
。
は
要
求
沸
の
約
束
じ
よ
り
四
高
砂
の
負
債
を
受
け
、
華
主
も
同
額
の
債
務
を
負
ふ
に
至
り
た
日
良
一
丁
白
U
4
詳
5
4
-QJ
、
某
四
高
務
が
韓
暖
流
通
し
て
商
業
の
振
興
を
周
り
又
貿
易
を
隆
盛
な
ら
し
む
ぺ
し
。
若
し
此
際
正
貨
の
み
を
以
て
轄
糠
流
通
せ
し
め
ん
さ
欲
せ
ば
、
赴
舎
は
新
に
銀
山
を
採
掘
し
、
又
は
外
闘
に
貨
物
を
聡
出
し
、
四
高
磁
の
正
貨
を
獲
得
せ
ざ
る
可
か
ら
子
、
此
犠
牲
た
る
や
決
し
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
氏
臼
く
「
金
銀
賞
鮮
は
恰
も
普
通
て
小
な
り
ご
一
玄
ふ
こ
さ
能
は
ぎ
る
ぺ
し
。
の
道
路
の
如
し
、
林
草
及
穀
物
を
市
場
じ
運
搬
す
る
に
は
、
大
な
る
使
盆
を
奥
ふ
れ
ざ
も
、
自
ら
其
土
地
に
は
一
粧
を
も
生
子
る
こ
ご
な
し
、
然
る
に
銀
行
の
巧
妙
な
る
作
用
じ
よ
b
銀
行
券
を
後
行
し
、
正
貨
の
用
を
省
略
す
る
に
至
れ
ば
、
猶
一
種
の
車
道
を
・
5
中
に
架
設
し
た
る
さ
等
し
く
、
道
路
の
大
部
分
を
牧
場
又
は
耕
地
に
愛
守
る
を
得
.
大
に
禁
固
の
土
地
及
努
力
の
生
産
額
を
増
加
せ
し
む
ぺ
し
」
さ
(
〉
念
日
小
山
口
正
日
J
吋
庁
君
主
任
。
「
Z
邑
0
5
ロ
o
o
r
H
H
u
p
コ
・
)
蓋
し
遁
切
な
る
害
時
肌
さ
云
ふ
ぺ
し
。
然
る
に
此
際
注
意
を
要
す
ぺ
き
は
銀
行
の
負
債
総
額
は
五
高
磁
の
多
頒
に
遥
せ
る
要
求
梯
債
務
・
に
封
し
、
所
有
す
る
正
貨
は
僅
に
一
高
践
に
過
ぎ
ぎ
る
に
此
割
合
も
金
融
・
市
場
平
穏
な
る
際
に
は
安
全
な
る
比
例
さ
認
め
ら
る
、
な
ら
ん
も
、
若
し
此
際
正
貨
準
備
高
を
比
例
し
て
増
加
せ
十
准
手
形
後
行
高
の
み
増
加
す
る
さ
き
は
、
不
あ
b
。
測
の
事
件
に
際
し
不
時
の
取
付
に
遭
ひ
、
支
梯
停
止
の
悲
運
に
陥
る
こ
さ
ゐ
る
ぺ
し
。
‘
 
徴
す
る
に
往
時
銀
行
業
の
幼
稚
な
る
時
代
、
此
の
如
き
災
厄
に
遭
遇
せ
し
例
に
乏
し
か
ら
子
、
彼
の
英
図
に
於
て
之
が
忽
銀
行
券
後
行
銀
行
の
数
を
大
に
減
悲
し
め
た
る
の
み
な
ら
子
、
正
史
貨
の
金
額
準
備
を
有
す
る
に
ゐ
ら
ぎ
れ
ば
一
葉
の
銀
行
券
訟
も
後
行
す
る
こ
さ
能
は
十
芯
唱
へ
、
銀
行
券
を
以
て
躍
に
地
金
詮
島
知
た
ら
し
な
ぺ
し
さ
極
論
す
る
も
の
現
は
れ
た
る
を
以
て
も
了
解
す
る
こ
さ
を
得
J
例
へ
ば
往
時
英
蘭
銀
行
は
営
業
放
態
不
良
の
持
銀
行
保
例
調
査
委
員
合
設
置
さ
な
り
、
夫
の
千
八
百
四
十
四
年
の
改
正
銀
行
保
例
後
布
さ
な
b
、
同
行
は
以
後
千
四
百
高
務
な
限
b
保
詮
準
備
後
行
を
許
容
せ
ら
れ
以
上
に
後
行
額
を
増
加
せ
ん
さ
欲
せ
ば
、
必
十
周
額
の
正
貨
を
準
備
す
る
を
要
す
ご
規
定
せ
ら
れ
た
b
o
元
来
銀
行
券
の
要
は
正
貨
を
節
約
し
て
、
銀
行
の
庫
中
に
残
存
す
る
正
貨
の
効
用
を
増
加
せ
し
む
る
に
あ
り
。
然
る
に
往
時
の
銀
行
業
者
は
銀
行
券
の
後
行
じ
際
し
、
通
蛍
な
る
正
貨
銀
行
資
金
技
法
概
観
八
〉九
商
業
さ
経
済
九
O 
準
備
を
保
有
す
る
必
要
さ
、
資
産
の
残
高
を
可
成
流
動
性
の
も
の
さ
な
す
の
必
要
を
充
分
に
自
覚
せ
子
、
兎
角
乱
用
に
失
し
諸
種
の
不
幸
及
害
毒
を
惹
起
せ
し
故
、
遂
に
激
烈
な
る
反
動
を
越
し
て
銀
行
券
じ
よ
る
正
貨
の
節
約
を
阻
害
し
、
英
蘭
銀
行
の
如
き
一
定
額
以
上
の
後
行
に
は
必
十
同
額
の
正
貨
準
備
な
要
す
ご
規
定
せ
ら
る
〉
に
至
り
た
る
な
h
o
而
し
て
銀
行
券
の
債
値
応
部
時
に
正
貸
さ
免
換
せ
ら
れ
、
且
諸
種
の
支
那
に
之
を
用
ひ
、
何
人
も
拒
絶
す
る
こ
さ
な
さ
に
よ
る
。
然
れ
ば
銀
行
の
創
出
す
る
信
用
の
限
度
は
.
銀
行
が
其
要
求
に
応
・
ゃ
ん
が
結
局
じ
保
有
す
る
正
貨
の
数
量
じ
因
り
定
る
。
(
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前
述
の
如
き
理
由
に
よ
b
、
銀
行
券
の
夜
行
は
往
F
時
の
普
通
銀
行
に
於
て
は
重
要
な
る
業
務
な
り
し
が
、
之
が
因
ご
な
り
信
用
形
式
の
俊
足
ざ
な
り
、
就
中
預
金
の
後
九
泌
を
促
し
、
現
今
に
於
て
銀
行
券
の
夜
行
は
、
少
数
の
特
権
銀
行
の
濁
占
芯
な
り
、
普
通
銀
行
は
之
に
資
金
守
求
む
る
を
妥
せ
、
ざ
る
に
至
れ
り
。
蓋
し
商
業
銀
行
は
白
己
の
信
用
を
利
用
し
て
、
帳
簿
上
の
振
替
に
よ
り
成
立
せ
し
む
る
預
金
を
出
現
せ
し
ひ
る
に
至
り
た
れ
ば
な
り
。
思
ふ
に
銀
行
の
目
前
市
主
要
な
る
、
職
分
は
一
般
一
公
衆
よ
り
預
金
ざ
し
て
零
砕
な
る
遊
金
を
校
受
し
.
之
?
資
金
三
し
て
割
引
貸
付
の
方
法
に
よ
b
運
用
す
る
に
ゐ
b
之
、
一
般
に
信
告
ら
る
、
も
此
零
砕
な
る
遊
金
は
悉
く
現
-
金
な
b
さ
解
す
る
は
、
正
蛍
な
る
見
解
に
あ
ら
や
J
O
買
に
此
種
銀
行
に
於
て
現
金
の
挑
込
に
よ
る
預
金
は
、
管
業
資
金
の
一
部
分
を
占
む
る
に
過
ぎ
や
J
し
て
、
普
通
運
韓
資
金
に
充
蛍
せ
ら
る
〉
場
合
少
く
、
主
ざ
し
て
支
沸
準
備
に
充
て
ら
る
〉
に
あ
り
。
然
ら
ば
其
預
金
三
は
如
何
さ
一
式
ふ
に
.
銀
行
が
自
己
の
信
用
を
利
用
し
て
、
帳
簿
上
の
振
替
に
よ
り
成
立
せ
業
銀
行
の
主
要
な
る
資
金
な
り
。
し
む
る
創
設
預
金
印
銀
行
自
身
が
出
現
を
同
る
預
金
通
貨
を
包
合
す
る
に
あ
り
。
而
し
て
預
金
通
貨
ご
は
支
挑
用
具
ご
し
て
観
た
る
嘗
座
目
疋
れ
-
商
す
も
の
な
り
。
預
金
の
怠
に
し
て
、
小
切
手
の
使
用
じ
よ
り
商
業
上
文
梯
用
具
印
通
貨
ご
し
て
其
任
務
を
輩
然
ら
ば
預
金
マ
池
袋
の
後
生
如
何
是
れ
全
く
銀
行
券
に
於
け
る
が
如
く
、
相
互
債
務
に
依
っ
て
成
立
す
。
今
例
を
設
け
預
金
一
池
袋
這
出
の
原
理
を
説
明
せ
ん
。
滋
に
創
業
の
準
備
を
終
り
新
じ
開
業
せ
る
銀
行
あ
り
o
甲
よ
り
現
金
に
て
査
高
闘
の
預
金
を
受
入
れ
た
り
さ
仮
定
し
、
乙
ヘ
登
高
図
の
貸
出
を
な
さ
ん
ざ
す
る
に
蛍
b
、
甲
よ
り
預
り
た
る
現
金
を
乙
に
貸
付
く
る
に
於
て
は
、
甲
は
銀
行
に
貸
し
銀
行
は
乙
に
貸
付
け
た
る
に
止
h
J
、
相
互
に
債
務
を
成
立
せ
し
め
子
、
然
る
に
甲
よ
り
預
b
た
る
現
金
は
銀
行
の
金
庫
じ
止
め
、
銀
行
資
金
琵
語
概
観
九
商
業
さ
経
済
九
乙
に
濁
し
て
は
単
に
帳
簿
上
の
債
権
を
許
し
、
業
金
額
は
直
に
蛍
座
預
金
に
振
替
ふ
る
方
法
を
採
る
さ
き
は
銀
行
は
乙
の
品
目
回
座
預
金
に
封
し
何
時
に
で
も
登
高
岡
を
支
梯
ふ
べ
き
債
務
を
負
ひ
、
乙
は
借
用
約
定
に
よ
り
銀
行
じ
向
っ
て
期
日
に
安
高
図
を
返
済
す
べ
き
伎
務
そ
負
ひ
、
此
相
互
債
務
に
よ
り
登
高
岡
の
預
金
遜
貨
は
新
に
這
出
せ
ら
れ
た
り
。
而
し
て
蛍
座
預
金
は
何
時
じ
て
も
小
切
手
じ
て
支
挑
の
用
に
供
す
る
こ
ご
を
得
る
を
以
て
、
乙
は
必
や
し
も
此
資
金
eT
現
金
じ
て
倍
受
く
る
必
要
な
く
、
預
金
に
振
替
へ
る
を
使
ざ
す
べ
し
。
斯
く
し
て
銀
行
は
更
に
丙
丁
戊
仁
お
し
て
も
割
引
貸
付
の
方
法
に
よ
り
各
立
高
岡
を
貸
出
し
、
何
れ
も
同
様
蛍
座
預
金
に
振
替
ふ
る
時
は
相
互
債
務
に
よ
り
新
に
四
高
図
の
預
金
遜
貨
を
出
現
せ
援
に
於
て
銀
行
は
乙
丙
丁
戊
に
濁
し
期
限
に
応
じ
総
額
四
高
国
の
返
済
を
受
く
る
t! 。
債
権
々
獲
得
し
、
同
時
に
乙
丙
了
戊
は
何
時
に
於
て
も
総
額
四
高
岡
を
限
度
ざ
し
請
求
し
符
出ぺ
現き
し債・
7こ格.
りを
O 符
O 
此
相
互
的
債
権
又
は
相
互
的
債
務
に
よ
り
、
新
に
四
高
闘
の
預
金
通
貨
は
而
し
て
銀
行
は
甲
よ
h-
預
り
た
る
現
金
萱
高
固
な
以
て
甲
乙
丙
丁
戊
の
預
金
総
額
五
高
国
の
支
梯
準
備
に
充
静
岡
す
。
此
の
如
く
に
し
て
預
金
通
貨
が
出
現
す
る
時
は
甲
乙
丙
丁
戊
間
に
於
け
る
受
授
は
去
も
現
金
に
よ
ら
子
、
小
切
手
を
用
ひ
預
金
を
振
替
ふ
る
こ
さ
に
よ
り
決
済
す
る
こ
さ
を
符
。
而
し
て
決
済
後
に
於
て
も
相
互
債
務
に
基
く
預
金
活
貨
の
総
領
は
増
減
せ
歩
、
唯
甲
乙
丙
丁
戊
各
自
の
預
金
高
が
増
減
し
、
相
互
債
務
の
意
味
は
少
し
く
抗
脱
化
し
て
銀
行
さ
顧
客
間
に
限
ら
争
、
金
位
ざ
し
て
見
た
る
顧
客
さ
銀
行
さ
の
相
互
依
務
関
係
ご
な
る
に
止
る
。
A
I
此
預
金
通
貨
を
銀
行
券
後
行
の
場
合
に
比
す
る
に
、
共
に
相
互
債
務
に
基
礎
な
一
不
し
、
唯
異
る
貼
は
銀
行
券
に
謝
す
る
支
梯
準
備
金
は
正
賞
た
る
を
要
す
る
に
、
預
金
の
場
合
は
法
貨
日
く
「
預
金
さ
銀
行
券
ご
は
マ
ク
ラ
ヲ
ド
氏
一
に
し
て
こ
に
非
歩
、
銀
行
を
大
別
し
て
預
金
銀
行
及
後
券
銀
行
な
れ
ば
正
貨
に
で
も
銀
行
券
に
で
も
共
に
其
の
貢
を
充
た
す
駄
に
ゐ
り
。
ご
分
つ
は
根
本
的
に
設
れ
b
総
て
の
銀
行
は
後
券
銀
行
な
り
」
さ
(
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「
預
金
は
銀
行
券
さ
同
一
致
カ
を
有
す
或
賂
に
於
て
は
銀
行
券
よ
り
一
層
致
カ
の
大
な
る
通
貨
を
造
出
す
」
ご
(
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以
て
預
金
さ
銀
行
券
さ
は
異
形
同
質
た
る
を
知
る
こ
さ
な
得
。
ロ
ハ
通
貨
職
分
上
よ
b
見
れ
ば
預
金
通
貨
さ
銀
行
券
さ
の
問
に
於
て
、
強
て
異
賠
を
翠
ぐ
れ
ば
預
金
通
貨
は
特
殊
的
支
梯
用
具
な
る
仁
、
銀
行
券
は
一
般
的
支
梯
用
具
た
る
に
過
ぎ
十
。
前
者
は
受
取
る
者
の
同
意
を
得
て
流
通
す
る
通
貨
な
る
が
、
後
者
は
本
位
貨
倣
巾
芯
同
じ
く
、
受
取
る
者
の
同
意
を
妻
せ
，
さ
る
勃
に
あ
b
o
然
ら
ば
預
金
通
貨
迩
出
銀
行
資
金
援
詰
椛
観
九
商
業
さ
経
済
九
四
の
限
反
は
如
何
是
れ
次
じ
論
述
せ
ん
ご
欲
す
。
凡
そ
蛍
座
預
金
は
支
梯
請
求
の
あ
る
時
は
、
何
時
に
で
も
之
に
肱
十
ぺ
き
準
備
金
を
要
す
。
.
然
れ
ば
此
準
備
金
が
預
金
額
に
釣
し
一
定
割
合
以
下
に
降
る
ご
さ
は
赴
命
日
公
衆
は
不
安
な
成
じ
、
銀
行
は
支
梯
停
止
の
悲
運
に
陥
る
'
』
さ
あ
b
o
蕊
に
於
て
預
金
通
貨
の
額
は
支
那
準
備
に
充
て
ら
る
〉
法
貨
の
領
に
よ
り
制
限
せ
ら
る
。
此
準
備
金
は
死
滅
せ
ら
る
べ
き
資
金
然
し
な
が
ら
其
額
少
き
に
過
ぐ
れ
ば
財
界
危
急
の
際
、
一
時
に
取
付
に
遊
ひ
破
綻
を
招
く
愛
ゐ
り
つ
多
き
に
逃
ぐ
れ
ば
死
戒
せ
ら
る
¥
み
を
以
て
な
れ
ば
、
少
額
な
る
を
得
策
ざ
す
ぺ
し
。
不
利
益
な
り
。
此
黙
に
就
き
卒
者
種
々
の
設
を
匁
し
、
或
は
預
金
畑
山
の
四
分
の
一
以
上
又
は
三
分
の
一
以
上
た
る
ぺ
し
さ
云
ふ
者
あ
る
も
、
之
は
勝
柱
の
論
に
し
て
決
し
て
鋳
型
主
義
に
よ
り
律
す
る
こ
さ
を
得
歩
。
全
然
銀
行
経
営
者
の
観
察
及
剣
断
に
委
す
べ
き
も
の
な
り
。
之
れ
銀
行
家
に
一
任
せ
ば
自
ら
其
時
及
其
場
所
に
応
じ
、
遊
山
首
な
る
支
梯
準
備
の
割
合
を
保
っ
こ
ご
¥
A
な
り
、
自
然
預
金
通
貨
を
制
限
す
る
に
至
る
ぺ
し
。
四
按
子
る
に
銀
行
業
に
於
て
銀
行
券
の
後
行
さ
、
預
金
さ
は
性
質
同
一
に
し
て
、
只
形
態
上
に
於
て
異
な
b
、
共
に
銀
行
に
劉
し
要
求
挑
債
権
な
b
、
故
に
之
に
封
し
支
梯
の
要
求
に
応
予
ぺ
き
準
備
金
を
要
し
、
寸
去
の
差
異
を
認
め
子
。
然
る
に
預
金
ケ
主
ざ
す
る
預
金
銀
行
は
、
如
何
に
し
て
銀
行
券
の
後
行
を
主
ざ
す
る
後
券
銀
行
の
跡
を
逐
ふ
て
後
達
す
る
に
至
b
し
ゃ
、
是
れ
滋
に
雨
者
の
関
係
を
探
り
以
て
、
立
(
後
達
趨
勢
を
窺
は
ん
さ
欲
す
。
抑
預
金
銀
行
は
骨
子
ざ
し
て
赴
合
多
数
の
人
士
が
、
同
時
に
少
数
の
銀
行
又
は
一
銀
行
を
信
認
し
、
之
等
に
金
銭
又
は
金
銭
債
権
を
預
託
す
る
に
よ
り
、
営
業
資
金
を
獲
得
す
る
に
み
の
り
。
然
し
な
が
ら
多
数
の
人
々
を
し
て
同
時
に
同
一
の
銀
行
に
向
は
し
む
る
は
困
難
な
る
が
、
殊
に
信
用
の
後
達
せ
ざ
る
時
代
、
世
人
は
自
己
の
金
銭
其
他
の
財
貨
を
親
界
外
に
放
も
、
且
何
等
の
絵
保
物
を
受
け
宇
、
之
を
他
人
に
預
託
す
る
が
如
き
は
行
は
る
べ
き
に
あ
ら
宇
。
決
川
戸
り
v
ユ
a
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世
人
が
銀
行
を
信
認
し
某
便
宜
を
血
児
h
ノ
、
之
を
利
用
せ
ん
さ
欲
せ
ぎ
る
時
代
に
於
て
は
銀
行
は
赴
合
会
衆
よ
り
零
細
の
資
金
な
蒐
集
し
‘
之
を
基
礎
ご
し
て
銀
行
業
を
経
営
せ
ん
ご
欲
す
る
も
能
は
ぎ
る
所
な
り
。
而
し
て
前
述
の
如
く
一
銀
行
に
多
額
の
預
金
を
集
む
る
は
、
多
数
人
の
協
同
行
潟
を
妥
し
、
他
人
の
好
意
に
よ
ら
ざ
る
可
か
ら
子
、
之
れ
容
易
の
業
に
あ
ら
子
。
之
に
反
し
て
銀
行
券
の
後
行
は
自
己
の
怠
忠
を
以
て
多
数
の
人
に
之
ぞ
以
て
貸
出
し
.
日
常
の
取
引
に
於
て
正
貨
引
換
を
請
求
せ
5
れ
ば
白
ら
流
通
す
る
も
の
な
り
。
銀
行
資
金
策
詰
脳
翻
然
る
に
預
金
は
ゴL
ヨL
商
業
さ
経
済
r
u
a
、
」
ノ
J
ノ
銀
行
自
ら
之
を
始
め
る
こ
さ
能
は
子
、
世
人
の
自
然
に
旦
間
断
な
〈
之
を
利
用
す
る
に
至
る
を
待
た
ぎ
る
可
か
ら
十
。
換
言
す
れ
ば
銀
行
券
の
後
行
は
白
動
的
作
用
に
局
す
る
も
、
預
金
の
受
入
は
受
動
的
作
用
に
麗
じ
、
一
公
衆
よ
り
の
資
金
を
待
た
ぎ
る
可
か
ら
や
J
O
然
る
に
銀
行
券
は
資
金
の
需
要
に
封
し
之
を
後
行
し
、
預
金
を
融
通
す
る
さ
同
一
の
作
用
を
行
ふ
、
只
雨
者
異
な
る
.
所
は
預
金
は
珠
め
赴
合
↓
公
衆
預
金
主
じ
調
し
債
務
を
負
ひ
、
之
を
貸
出
し
借
主
に
債
擦
を
創
設
す
る
仁
、
銀
行
券
を
夜
行
す
る
場
合
は
借
主
に
封
し
債
擦
を
設
定
す
る
さ
同
時
に
， 
公
衆
(
銀
行
券
流
逃
に
よ
り
て
の
所
持
人
)
に
債
務
を
負
ふ
も
の
な
り
。
此
の
如
〈
預
金
の
吸
放
に
は
困
難
な
る
一
平
賀
あ
b
、
銀
行
券
の
後
行
は
容
易
な
る
を
以
て
、
銀
行
券
は
預
金
に
先
だ
っ
て
銀
行
の
貸
出
資
金
を
構
成
し
た
り
。
又
預
金
の
後
這
に
は
要
件
ざ
し
て
赴
舎
の
経
済
的
援
達
充
分
に
高
度
に
達
し
、
資
金
豊
富
な
る
こ
さ
及
信
用
詮
券
の
利
用
に
一
般
世
人
は
熟
達
し
、
銀
行
業
の
健
全
な
る
後
達
等
を
前
提
ご
す
れ
ば
、
一
闘
の
経
済
的
援
連
遅
々
ご
し
て
迩
~
ま
子
園
宮
豊
な
ら
ぎ
る
貧
弱
の
図
民
に
お
し
、
預
金
の
後
達
を
望
ひ
ぺ
か
ら
5
る
や
必
せ
り
。
然
ら
ば
此
際
資
金
の
・
需
要
に
蛍
り
賞
金
属
貨
幣
な
鋳
造
せ
ん
さ
欲
せ
ば
、
獲
得
上
資
本
及
労
力
を
要
し
又
黄
金
属
を
貨
鍛
ざ
し
て
用
ふ
る
場
合
に
於
け
る
種
々
の
費
用
及
不
便
を
生
じ
.
到
底
貧
弱
図
の
耐
ゆ
ぺ
き
所
に
あ
ら
子
。
然
ら
ば
健
全
な
る
営
業
の
下
に
銀
行
券
を
後
行
し
、
之
を
使
用
す
る
時
は
其
流
通
額
さ
正
貨
準
備
さ
の
差
額
に
相
官
す
る
貸
出
資
金
な
増
加
す
る
を
以
て
世
の
金
融
之
が
匁
疏
通
し
、
生
産
を
盛
な
ら
し
め
商
工
業
守
振
興
せ
し
め
又
貿
日
勿
を
隆
盛
な
ら
し
む
べ
し
。
之
を
史
に
徴
す
る
に
往
時
の
銀
行
は
公
衆
古
関
係
す
る
こ
さ
甚
だ
稀
に
し
て
、
英
図
に
於
て
も
最
初
は
銀
行
業
の
組
織
及
業
務
ケ
理
解
す
る
も
の
甚
だ
少
く
、
自
己
の
貨
幣
を
委
託
す
る
唯
一
の
信
用
を
銀
行
に
委
ぬ
る
も
の
極
め
て
稀
な
り
し
が
、
銀
行
券
の
後
行
せ
ら
れ
赴
舎
に
普
及
す
る
や
、
元
来
銀
行
券
の
債
格
は
銀
行
の
引
換
能
力
に
存
す
る
を
以
て
之
を
信
認
し
て
多
額
の
銀
行
券
を
所
有
す
る
に
至
b
、
之
じ
封
し
何
等
の
利
盆
を
吹
得
せ
子
、
且
恰
も
正
貨
を
貯
戒
す
る
が
如
く
紛
失
盗
難
の
危
険
を
成
十
ぺ
し
。
然
ら
ば
若
し
之
を
銀
行
ヘ
預
託
す
る
時
は
該
銀
行
に
し
て
倒
産
せ
ざ
る
に
於
て
は
何
等
の
損
害
を
受
け
争
、
又
正
貨
を
手
許
に
所
有
す
る
際
生
司
令
J
ぺ
き
種
々
の
災
厄
よ
り
股
す
る
こ
ご
な
得
る
の
理
由
を
究
知
し
、
漸
次
預
然
じ
な
が
ら
此
単
純
な
る
理
由
も
信
用
の
後
遠
せ
ざ
る
金
の
念
を
生
子
，
る
に
至
る
ぺ
し
。
時
代
に
於
て
、
直
に
了
解
せ
ら
る
〉
こ
さ
は
至
難
の
事
買
な
れ
ば
、
銀
行
券
の
後
行
せ
ら
れ
流
過
す
る
に
及
び
徐
に
銀
行
信
用
を
赴
舎
に
一
公
告
し
、
時
日
の
経
過
に
従
ひ
此
翠
純
な
る
理
由
は
赴
合
公
衆
に
認
識
せ
ら
れ
、
正
賞
も
銀
行
券
も
預
託
せ
ら
る
、
に
至
る
ぺ
し
。
滋
に
於
て
銀
行
資
金
後
詰
概
観
九
七
商
業
主
経
済
九
八
銀
行
券
に
よ
り
預
金
の
制
を
赴
舎
に
普
及
せ
し
な
る
致
呆
は
、
後
券
銀
行
分
布
の
皮
に
底
十
る
も
の
に
し
て
、
信
用
後
達
せ
や
銀
行
業
の
後
達
幼
稚
な
る
時
代
に
於
て
は
、
後
行
擦
を
一
銭
行
に
濁
占
せ
し
む
る
が
如
き
は
、
銀
行
業
を
普
及
し
預
金
の
制
度
を
樹
立
す
る
に
困
難
多
く
、
一
旦
後
達
遅
々
た
る
も
の
な
れ
ば
一
公
盆
の
許
す
範
囲
に
於
て
、
後
券
銀
行
分
立
の
制
度
に
従
ひ
預
金
業
他
一
般
銀
行
業
の
後
遥
を
促
し
、
預
金
銀
行
の
出
現
を
回
る
こ
ご
緊
要
な
る
べ
し
。
バ
ジ
オ
y
ト
氏
臼
く
h
f
J
m
可
ω
R
B
O「
ロ
。
宮
町
ω
ω
C
2
2
任。
B
F
B
P
O
ず
の
注
目
ロ
可
O仏ロの巳
0
口同
cp-2.moω
可∞円。
E
O
「(『勺
Oω
一円寸巴
F
E
m
-
〉
ω
3
r
r
uけO円一
s
-
-
v
J
P
Z
F
o
g
-可
E
S
E
a
s
H
ロ。
5
z
cロ
S
V
1
2
r
g
p
三
〈
え
巳
m
w
m
B丘
ω)え
の
ヨ
oh.
仏。℃
Oω
一円
σmwL]内山口
mJF〈
E
H
戸。己仲間
0
山口
m
川町「
ωけ円
H
H
円。ロ
m
r
一UFO
勺円。-一日一口以「
V1
∞
門
戸
mo
。
門
口
O
円。
一ω
ロ0
・こ
(
4
〈
p
p
o円
国
mwmoto♂
FOBσ
日
仏
印
可
め
の
ゲ
℃
匂
・
U
H
l
U
N
)
定
に
吾
人
の
意
を
得
た
り
。
此
の
如
き
理
由
に
よ
り
銀
行
券
の
後
行
は
銀
行
業
の
初
期
に
於
て
特
に
重
要
な
る
業
務
に
し
て
、
預
金
事
務
後
遠
の
階
梯
さ
な
b
、
信
用
進
歩
の
導
火
線
ご
な
b
し
も
の
じ
し
て
、
預
金
の
後
遣
は
銀
行
券
の
行
使
に
負
ふ
所
大
な
り
ご
す
。
買
に
Y
官
ア
ポ
y
ユ
1
氏
の
一
式
へ
る
が
如
く
汁
銀
行
券
の
後
.
行
は
一
泣
曾
↓
公
衆
の
人
士
を
し
て
銀
行
を
利
用
せ
し
な
る
に
有
力
な
る
も
の
に
し
て
、
一
公
衆
は
之
が
流
通
よ
b
自
然
に
銀
行
を
信
用
し
、
支
挑
取
立
等
の
事
務
に
至
る
迄
銀
行
な
利
用
す
る
に
至
り
し
も
の
な
り
。
而
し
て
預
金
後
達
し
殊
に
商
工
業
者
の
主
ど
し
て
銀
行
を
利
用
す
る
に
至
れ
ば
、
銀
行
は
其
預
金
を
基
ご
し
割
引
貸
付
を
行
ひ
、
其
手
取
金
を
預
金
じ
振
替
へ
、
之
に
封
し
小
切
手
を
振
出
さ
し
な
る
を
以
て
、
批
舎
の
資
金
は
盆
々
増
殖
し
、
金
融
は
従
て
固
滑
ざ
な
り
信
用
愈
々
後
達
す
る
に
至
る
べ
し
。
五
次
に
前
述
し
た
る
実
例
ざ
し
て
現
今
世
界
中
最
預
金
の
後
這
せ
る
英
米
の
ニ
園
に
於
て
、
銀
行
券
さ
預
金
さ
の
消
長
の
跡
を
窺
は
ん
。
英
図
の
放
態
を
観
る
に
現
今
預
金
銀
行
の
最
も
普
及
せ
る
は
、
蘇
格
蘭
な
り
。
往
時
同
図
に
於
け
る
銀
行
業
の
利
盆
は
、
全
く
其
後
行
せ
る
銀
行
券
に
基
く
も
の
な
b
し
が
、
然
れ
ざ
も
其
後
債
務
の
一
小
部
分
を
占
な
る
に
過
言
十
。
夫
の
蘇
格
蘭
「
官
1
ヤ
Y
バ
シ
グ
」
ご
令
同
せ
る
「
セ
バ
シ
ク
、
ォ
7
2
ン
デ
1
」
は
千
七
百
六
十
三
年
に
創
立
せ
ら
れ
、
英
会
同
以
前
既
に
五
額
の
預
金
を
有
し
た
り
し
が
、
創
立
後
二
十
五
年
間
は
預
金
皆
無
に
し
て
、
主
ざ
し
て
銀
行
券
を
後
行
し
送
金
事
務
を
行
ひ
た
b
o
然
し
て
約
三
十
年
を
経
過
せ
る
千
七
百
九
十
三
年
に
至
h
J
、
漸
く
預
金
を
得
る
に
至
り
以
来
長
足
の
増
加
を
な
し
た
る
こ
さ
次
の
如
し
。
銀
行
資
金
受
諮
概
観
九
九
年
七
商
業
さ
経
済
一O
O
皮
...L. 
ノ、
四
銀
行
品
分
後
行
額
一ニ
O
、
三
九
五
砂
二
七
、
六
七
O
五
六
、
三
四
二
五
O
、
二
五
四
五
四
、
O
九
六
四
六
二
ハ
二
七
二
九
、
六
七
五
一
一
六
、
四
六
七
二
七
、
五
O
四
四
O
、
七
七
四
四
一
、
一
一
入
四
四
五
、
O
六
六
三
四
三
、
九
四
八
五
六
三
、
二
O
二
五
三
玉
、
二
五
三
.
セ
O
玉
、
ニ
二
二
六
八
四
、
八
九
八
金
額
預
七
七
匹l
-1: 
入
四
八七
九
四
同
入
、
入
O
九
跨
一
五
七
、
八
二
一
O 
四
i¥ 
四
入
四
入
四
八
四
四
入
五
四
，、
阜、
ノ
J
ノ
ハJ
J「
日
目
件
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門
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p
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l
∞J
N
U
四
英
蘭
に
於
け
る
銀
行
史
は
、
英
材
料
に
乏
し
く
其
詳
細
を
知
hJ
難
き
も
又
同
一
な
り
し
ゃ
夫
の
千
八
百
三
十
年
頃
迄
は
銀
行
政
盆
の
主
た
る
源
泉
は
銀
行
券
よ
り
疑
ふ
可
か
ら
子
。
生
じ
た
る
も
の
に
し
て
、
一
般
に
英
蘭
銀
行
以
外
の
株
式
組
織
銀
行
は
充
分
に
英
閣
の
法
律
に
於
て
優
遇
せ
ら
れ
子
。
業
後
千
八
百
五
十
七
年
に
至
る
も
倫
英
関
銀
行
総
裁
は
倫
敦
に
於
け
る
株
式
組
織
の
銀
行
が
、
資
本
金
の
総
額
三
百
高
跨
に
し
て
、
準
備
金
は
僅
じ
二
百
高
椋
を
有
す
る
に
、
過
ぎ
5
b
し
に
‘
一
二
千
高
砂
の
預
金
債
務
を
負
ふ
が
如
き
は
大
に
警
戒
を
要
す
三
の
意
見
を
有
し
た
り
。
然
し
て
英
閣
に
於
け
る
預
金
銀
行
の
後
遺
は
)
十
九
世
紀
後
竿
に
¥
至
h-J
特
に
長
足
の
進
歩
?
な
し
遂
じ
株
式
組
織
の
銀
行
は
、
預
金
獲
得
競
争
に
於
て
英
蘭
銀
行
を
凌
駕
す
る
じ
至
れ
り
。
郎
も
千
九
百
O
四
年
末
φ
統
計
に
よ
れ
ば
英
蘭
及
ク
エ
1
Y
久
に
於
け
る
総
て
の
株
式
組
織
銀
行
の
有
す
る
預
金
額
は
六
億
四
千
二
百
二
十
八
高
五
千
九
百
六
十
七
磁
仁
達
せ
る
に
比
し
、
英
蘭
銀
行
の
保
有
高
は
僅
に
五
千
九
百
二
十
七
高
四
千
七
百
五
十
九
磁
印
も
預
金
総
額
の
十
分
の
一
に
達
せ
歩
。
次
じ
銀
行
券
後
行
高
の
割
合
如
何
を
見
る
仁
、
総
て
の
銀
行
の
後
行
額
二
千
九
百
三
十
六
高
四
千
五
百
O
九
時
切
の
内
、
英
関
銀
行
の
援
行
高
は
二
千
入
百
入
十
六
高
入
千
七
百
九
十
磁
の
多
額
を
占
め
た
、
り
。
此
の
如
く
に
し
て
英
図
に
於
け
る
株
式
組
織
銀
行
の
預
金
高
は
其
銀
行
券
後
行
高
に
比
し
て
一
千
倍
以
上
に
遣
し
其
金
高
を
大
英
因
企
土
に
於
け
る
銀
行
券
流
通
総
額
に
比
す
る
も
倫
二
十
倍
以
上
に
及
ぴ
た
り
。
(の
0
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♂
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四
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轄
じ
て
北
米
合
衆
閣
の
事
情
を
採
る
に
、
預
金
の
後
達
進
歩
は
英
閣
さ
同
一
の
援
還
を
な
十
九
世
紀
の
初
期
に
於
て
米
国
銀
行
業
は
蘇
格
蘭
に
於
げ
る
が
如
く
、
預
金
事
務
よ
り
は
寧
其
資
本
の
貸
出
及
銀
行
券
後
行
ケ
以
て
重
要
な
る
管
業
ー
さ
な
し
た
り
。
せ
り
。
印
南
北
戦
銀
行
資
金
獲
詰
概
観
O 
商
業
主
経
済
争
前
に
於
け
る
州
立
銀
行
の
管
業
統
計
は
、
次
表
の
如
(
に
し
て
預
金
の
如
何
じ
微
々
た
る
O 
も
の
な
h
し
か
を
知
る
'
}
さ
を
得
。
年
度
一
八
三
四
年
一
八
四
四
年
一
八
五
四
年
一
八
六
一
年
貸
付
及
割
引
額
一一室、八一八、。一呂弗
一話九五、一也山、入
内
穴一円)、一三
Q
、均一吉
宍一品一品、六九一品、一品四八
資
本
金
額
一一九三一点、八八ニ弗
一九点、一
O
A
、一回ニ
ヨ一八、一九一己、七一
0
2
九
、穴一-=寸六
()
銀
行
券
殻
行
額
君
、
毛
ニ
、
宮
間
邦
屯向、七ニ一、一主也
ユ(〕八、九也一
A
J
石八
一八穴、.穴式点、七八ニ
預
金
額
支
.
2
菜、一宗一
高川
八五、六ニ()、昌八一一
一九O
、回ニヨ、一吉一八
一計三、三五、四也八
右
表
に
よ
b
検
す
る
に
米
国
州
立
銀
行
の
預
金
額
は
、
千
入
百
四
十
四
年
じ
至
り
辛
じ
て
銀
行
券
凌
行
高
に
超
過
す
る
こ
さ
ケ
得
た
る
も
、
此
雨
者
の
合
計
金
高
は
備
資
本
金
高
に
.
及
然
し
て
此
微
々
た
る
預
金
の
勢
力
は
、
南
北
戦
争
前
後
の
年
代
に
於
て
も
、
銀
行
ば
ぎ
り
さ
。
券
後
行
高
に
超
、
過
す
る
こ
さ
大
な
ら
や
J
O
之
を
資
本
金
高
に
封
比
す
る
時
は
遂
に
低
位
に
あ
り
た
り
。
然
れ
ば
自
然
各
行
の
貸
出
は
れ
公
衆
よ
h
預
入
れ
ら
れ
た
る
預
金
を
基
礎
さ
せ
然
る
に
此
の
如
き
子
、
専
ら
株
金
ざ
し
て
梯
込
ま
れ
た
る
資
本
金
よ
り
運
用
せ
ら
れ
た
り
。
一
愛
し
、
過
古
学
世
紀
に
至
り
米
国
々
立
銀
行
業
は
次
の
如
き
統
山
肌
態
は
幾
許
な
ら
十
し
て
計
を
一
不
し
急
激
な
る
後
達
を
な
せ
り
。
年
度
一
八
六
五
年
貸
付
及
割
引
額
一六六、四回八、主八弗
資
本
金
額
三一軍兵一八、八詣弗
銀
行
券
護
行
額
系、実品目、昆虫弗
個
人
預
金
額
一八
2.2品、霊式弗
一
八
七
五
年
一
八
八
五
年
一
八
九
五
年
一
九
O
O
年
一
九
O
五
年
九
一
室
、
八
六
ニ
、
五
八
O
一、一一一品目
J
H
U
二
、
ユ
ニ
六
一、
h
h
一、均一一号一一一一一一
ニ
、
回
ム
古
川
、
八
一
点
、
四
九
四
一号、七一一八、一穴点、(〕八六
四九一品、八
O
一マ、同八一
五一面、()八九、(〕六五
六六六、
J
石一、(〕同一色
穴
(
〕
丹
、
台
豆
、
ユ
六
一
品
也
七
六
.
九
一
六
、
一
回
也
話
三
、
一
九
五
、
一
平
均
一ズ
o、一九也、()四一一一
一六向、一品一毛、(〕七一
ニ
Q
回
、
九
ニ
号
、
3
4
也
四ニ回、一一一回託、四一三
穴
八
ニ
、
八
四
六
、
六
(
〕
也
九
八
也
、
吉
山
内
、
(
)
吾
昌
一、六九一品、同八品、
2
阿六
ニ、旦八
O
J
A
一()、一宍一
一品、六一ニ、回九一品、一完八
前
記
の
表
に
よ
り
蛍
時
米
国
に
於
け
る
預
金
額
の
増
加
は
、
銀
行
券
後
行
額
及
資
本
金
の
増
加
に
比
し
て
、
如
何
に
急
一
激
な
り
し
か
を
知
る
こ
ご
を
得
ぺ
し
。
然
し
な
が
ら
千
入
百
七
十
五
年
に
於
て
、
預
金
額
は
未
だ
資
本
金
高
に
比
し
て
約
五
分
の
二
倍
に
し
て
、
銀
行
券
後
行
高
に
比
し
て
二
倍
の
膨
脹
を
な
し
た
る
に
過
ぎ
十
。
然
る
に
千
九
百
O
五
年
に
至
り
で
は
、
預
金
高
は
資
本
金
高
の
五
倍
弱
に
し
て
、
銀
行
券
後
行
高
に
比
し
て
九
倍
弱
の
増
加
を
示
せ
・り。
又
銀
行
貸
出
の
側
よ
り
観
る
時
は
、
千
八
百
七
十
五
年
頃
に
於
て
割
引
及
貸
附
に
供
せ
め
た
り
。
ら
れ
し
は
主
ご
し
て
資
本
金
及
銀
行
券
に
よ
り
、
其
割
合
は
金
金
額
の
入
割
五
分
以
上
を
占
然
る
に
千
九
百
O
五
年
に
及
び
で
は
、
資
本
金
及
銀
行
券
に
よ
b
行
は
れ
た
る
貸
出
は
、
僅
に
三
割
に
止
b
残
僚
の
七
割
は
公
衆
よ
り
の
預
金
よ
り
運
用
せ
ら
れ
た
b
。
此
の
如
く
銀
行
資
金
の
大
部
分
は
一
公
衆
預
金
に
よ
る
こ
さ
k
h
な
b
た
れ
ば
、
銀
行
業
の
性
銀
行
資
金
援
語
版
観
質
は
寅
質
上
部
位
化
せ
ざ
る
可
ら
や
J
O
蓋
千
入
百
七
十
五
年
に
於
て
は
銀
行
資
本
金
は
、
英
大
一O
三
商
業
さ
経
済
一O
四
部
分
を
貸
出
に
供
せ
ら
れ
た
り
。
僅
少
の
金
高
を
有
す
れ
ば
足
り
た
る
を
以
て
な
り
。
然
る
に
千
九
百
O
五
年
に
至
り
で
は
之
さ
事
情
を
異
に
し
、
預
金
額
及
銀
行
券
後
行
額
の
合
計
は
、
資
本
金
の
五
倍
以
上
に
上
り
た
日
疋
蛍
時
に
於
て
は
預
金
及
銀
行
券
の
準
備
金
ざ
し
て
は
ろ
を
以
て
、
自
然
資
本
金
は
之
等
債
務
に
お
す
る
保
詮
資
金
に
充
世
田
せ
ら
れ
た
り
。
は
総
て
銀
行
に
預
託
せ
ら
れ
た
る
預
金
に
よ
b
供
給
せ
ら
れ
た
る
に
基
因
す
。
(
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前
述
し
た
る
諸
事
情
に
よ
り
観
察
す
る
に
.
赴
舎
に
於
け
る
商
業
取
引
幼
稚
な
る
時
代
に
於
て
は
、
取
引
は
殆
現
金
梯
な
る
を
以
て
、
銀
行
も
主
ざ
し
て
資
本
金
を
以
て
主
た
る
偉
業
を
行
ひ
た
り
し
が
、
一
日
一
信
用
の
後
生
ざ
な
り
一
公
来
は
徐
に
銀
行
券
の
作
用
及
銀
行
制
度
の
始
以
盆
を
認
識
し
.
従
て
銀
行
は
次
第
に
後
展
し
て
更
に
預
金
制
度
の
普
及
す
る
に
及
び
従
来
通
貨
及
一
時
的
資
本
の
二
重
的
職
務
を
議
せ
し
銀
行
努
は
、
漸
次
主
(
用
途
を
失
ひ
.
只
信
用
取
引
に
よ
ら
ぎ
る
小
取
引
の
代
金
支
梯
用
ざ
し
て
、
世
人
の
掌
中
に
保
有
せ
ら
る
〉
に
止
る
。
此
の
如
く
に
し
て
預
金
及
割
引
制
皮
の
後
達
に
従
ひ
、
赴
舎
に
流
通
せ
る
銀
行
券
は
増
加
す
る
こ
さ
な
く
し
て
漸
次
減
退
す
る
に
反
し
、
銀
行
へ
の
蛍
座
預
金
高
は
貸
付
高
ご
一
致
す
る
程
度
に
増
加
す
る
も
の
な
b
。
之
を
要
す
る
に
銀
行
事
務
の
未
だ
十
分
に
後
遺
せ
ぎ
る
赴
合
に
於
て
は
、
銀
行
資
金
の
大
部
分
は
其
資
本
金
な
り
。
然
れ
ば
斯
る
枇
舎
に
於
け
る
銀
行
業
は
、
貸
金
業
さ
其
授
を
一
に
す
る
も
、
英
後
金
融
上
大
な
る
活
動
訟
な
さ
ん
が
須
、
銀
行
は
先
づ
自
動
的
作
用
に
よ
り
、
銀
行
券
を
後
行
し
貸
出
を
忽
し
、
以
て
一
枇
舎
に
交
換
の
媒
介
物
を
供
し
、
赴
舎
は
亦
銀
行
の
後
行
せ
る
銀
行
券
を
待
ち
経
済
上
の
利
盆
を
享
有
せ
b
。
印
銀
行
券
の
流
通
す
る
に
及
び
徐
々
に
銀
行
信
用
を
赴
舎
に
一
公
告
し
、
日
月
の
経
過
に
従
ひ
正
貨
も
銀
行
券
も
預
託
せ
ら
れ
自
然
多
数
人
の
協
同
行
潟
さ
な
b
、
預
金
は
漸
次
吸
取
せ
ら
れ
之
を
基
礎
ざ
し
盛
に
貸
出
を
行
ひ
其
手
取
金
な
預
金
に
振
替
へ
之
に
割
し
小
切
手
を
振
出
さ
し
む
る
を
以
て
、
赴
舎
の
金
融
念
々
回
滑
J
と
な
る
。
換
A
一
一
目
す
れ
ば
人
口
稀
薄
に
し
て
充
分
に
銀
行
の
便
盆
に
溶
せ
ゴ
る
農
業
地
に
於
て
は
、
銀
行
券
は
倫
信
用
の
促
進
者
三
な
b
預
金
銀
行
業
の
紹
介
普
及
を
促
し
つ
》
あ
れ
ざ
も
、
人
口
調
密
に
し
て
商
工
業
の
盛
な
る
中
心
的
市
場
に
あ
り
で
は
、
銀
行
券
は
小
貢
取
引
上
小
切
手
を
使
用
す
る
に
足
ら
ざ
る
小
額
の
支
梯
手
段
ご
し
て
其
用
を
便
じ
、
大
取
引
に
は
預
金
の
利
用
を
専
に
す
る
も
の
な
れ
ば
、
預
金
銀
行
の
後
達
最
迅
速
な
る
も
の
に
し
て
、
銀
行
資
金
中
資
本
金
よ
り
な
る
も
の
は
、
質
に
九
牛
の
一
宅
に
過
ぎ
や
J
O
印
信
用
形
態
の
後
展
す
る
に
及
び
、
資
本
金
及
準
備
金
は
営
業
資
金
た
る
性
質
次
第
に
減
退
し
、
債
務
に
謝
す
る
保
詮
資
金
た
る
性
質
増
加
し
、
預
金
は
質
に
銀
行
資
金
の
主
要
な
る
地
位
を
占
め
、
管
業
資
金
ざ
し
て
大
活
躍
を
呈
す
る
に
至
る
ら
の
な
り
。
訣
行
資
金
設
建
概
観
一O
五
